
審議会等の会議の概要の記録 

会 議 の 名 称 令和８年度 第１回甲州市障害者自立支援協議会 

開 催 日 時 令和８年６月１７日  午後３時００分～午後４時００分 

開 催 場 所 甲州市役所本庁舎 ２階 第１会議室 

議 題 

 

（１）令和７年度の実績報告について 

（２）相談支援部会・児童部会について 

（３）甲州市障害者総合計画について 

（４）その他 

 

出 席 委 員 

早乙女修一委員、宮原健一委員、平山重一委員、筒井好澄委員、 

府馬憲和委員、矢崎繁委員、石川拓巳委員、牛越みほ委員、 

三科英訓委員、芦沢幸子委員、太田福恵委員、三枝ゆかり委員 

会議の公開又は非

公開の区分 

公開 

会議を一部公開又

は非公開とした場

合の理由 

 

傍 聴 人 の 数 ０人 

審 議 概 要 

別紙会議録のとおり 

事務局に係る事項 

出席者 

福祉総合支援課６名（土橋課長、古屋リーダー、窪川リーダー、雨宮、 

加山、風間） 

そ の 他 

 



 

 

令和８年度 第１回甲州市障害者自立支援協議会 会議録（令和８年６月１７日） 

内容 発言内容・決定事項等 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 委員および事務

局職員紹介 

 

４ 会長あいさつ 

 

 

 

２ 議事 

（１）令和７年度の

実績報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談支援部会・

児童部会について 

 

 

 

 

○福祉総合支援課 土橋課長よりあいさつ。 

 

○協議会委員・事務局職員より自己紹介。 

 事務局より欠席者の報告。 

 

○三科会長よりあいさつ。 

 市長より、第３次甲州市障害者総合計画の最終評価および第４次甲州市

障害者総合計画の策定について審議するよう諮問があったことを報告。 

 

 

○事務局 

資料に基づき令和７年度の実績報告を行う。 

 

＜質問・意見＞ 

 

〇会長 

 令和７年度の実績、状況と課題について説明があったが、市としてはど

のようなところを苦労しているか。 

 

〇事務局 

 相談支援担当は主に相談に来た方やお困りの方の相談を受ける。体が不

自由な方、精神、知的の障害がある方など、様々な状況の方が、それぞれ問

題や悩みを抱えている。その方に合った相談の仕方など、工夫をして取り組

むようにしている。また、様々な状況の方がいるからこそ、相談を受ける側

も、いろんなことを知っていないとならない。いろんな方とネットワークを

作っておかないと私達だけでは解決できないところばかりなので、その方

にとって住み慣れた地域で暮らし続けられるように支援をすることが使命

かなというふうに思っているので、私達市の職員だけではなく皆さんが普

段支援してくださっているところも併せて、引き続き日々勉強しながら取

り組んでいきたい。 

 

〇事務局 

 相談支援部会長（ともしび福祉作業所澤登所長）欠席のため、事務局が代

理で令和８年度の相談支援部会での取組予定を報告。相談支援部会は全６

回、うち児童部会との合同開催２回を予定。防災に関すること、就労選択支



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）甲州市障害者

総合計画について 

 

 

 

 

（４）その他 

 

 

 

 

 

援事業のこと、基幹相談支援センターと委託相談支援事業所の役割につい

てなど協議をする予定。 

 

○委員 

児童部会長である太田委員より、令和８年度児童部会での取組予定を報

告。児童部会では学校や医療など福祉以外の多職種連携の中から各機関で

の役割、支援策を模索するような視点もスキルアップしていけるよう、事例

検討を取り入れながら進めていく予定。 

 

＜質問・意見＞ 

 

○委員 

県の障害者個別避難計画について、１０年程前に障害者や高齢者の避難

支援を近所で２人以上登録するというものがあったと思うが、長い時間が

経過し登録者が高齢になるなどで支援を得られなくなることが予想される

が、災害時の個別避難計画を今後どうするのか。 

 

○事務局 

 近所の方からの協力を得るのが難しいというようなご意見は確かにいた

だいている。また、対象者の地区を担当する民生委員を知らない、日頃から

近所の方と繋がっていない場合があるなどの課題も挙げられている。避難

計画を作成し、支援をどのように進めていくのか今後検討していく段階の

ため、具体的な部分はまだ決まっていない。部会の方で、市役所の防災を管

轄する担当課と話し合いの場を設ける予定のため、今回自立支援協議会で

課題として挙がったことを部会に、また部会で話し合われた内容を協議会

に報告させていただく。 

 

○事務局 

 資料に基づき、第３次甲州市障害者総合計画の最終評価および第４次甲

州市障害者総合計画の策定について説明。 

 

＜質問・意見なし＞ 

 

〇事務局 

 資料に基づき障害者基幹相談支援センター設置に関わり、計画されてい

る実施内容や取り組み、役割についての説明。 

 甲州市手話言語条例に関する説明。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

 

４ 閉会 

＜質問・意見＞ 

○会長 

 基幹相談支援センターの専門職員の配置はどのようか。 

 

○事務局 

 相談支援担当の職員が基幹相談支援センターの業務のみを行うわけでは

ないが、現在は社会福祉士３名、精神保健福祉士１名、保健師１名の配置と

なっている。 

 

○委員 

 昨年度の会議でも話題に挙げていた「耳で聞くハザードマップ」につい

て、山梨県でも令和８年５月１３日から運用開始となった。聴覚障害者だけ

でなく多言語で聞くことができるものとなっている。 

 

○事務局 

 昨年度自立支援協議会で出ていた話題だったため、実際に運用が始まり

喜ばしい。 

 

○事務局 

次回、第２回自立支援協議会を９月１７日（木）に開催予定。 

 委員報酬・交通費について説明。 

 

 


